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1.はじめに
　「適切なケアマネジメント手法」が提
唱され、今年度からの法定研修の内容
も改変されました。この国の高齢者施策
も2025年を目前にして現場が活性化し
ています。介護支援専門員も次世代へ
の説明・提案・課題解決へ向けてさら
なる役割の深化が期待されています。
　第8次医療計画が策定され地域の
医療病床が削減・転換されていく中、
地域の高齢者を出来る限り入院させ
ず、もちろん意に反した入所もさせずに
地域で支え続けることは、医療費や介
護給付費の適正な節減ともなります。こ
れらの社会保障費の適正な節減が私
たち介護支援専門員の報酬の根拠で
もあろうと考えられます。
　2015年の介護保険法改正時から取
り組みが強化された“医療と介護の連
携・協働”は10年を経ようとする2024
年の医療介護報酬同時改定では入退
院時の連携や協議協働への加算の強
化、健康の基ともいえる食べること、栄
養、誤嚥等を防ぐ口腔機能についての
重点課題等として取り組みの強化が促
進されています。　
　このような次世代支援体制への変化
に私たち介護支援専門員が留意すべ
きことをまとめ、より良い協働への課題を
検討し、医療介護連携に活用できる
ツールについて、いくつかご紹介できれ
ばと思います。

２. �高齢期の健康推進　地域
づくり・地域課題の改善
への参画

　私たちは次世代ケアマネジメント研

究会※1に参加し意見交換する中で、メ
ゾ分科会（分科会リーダー；高室成幸
氏）では、架空の人口10万人都市の
架空の第9期介護保険計画の策定を通
し、市町村単位での高齢期の生活支
援を考えつつ学んでいます。この分科
会の議論の中から一部を紹介してみま
す。

◎架空の第9期介護保険計画での具
体的な取り組みのアイデア例
・高齢者とその前世代の健康と暮らしを
護る支援台帳の作成と管理
（健康推進課・高齢福祉課・地域包括
支援センター等と協働）
・健康診断を受けていない方々、引きこ
もりの心配のある方々への個別訪問と
状況の確認
（保健センター・市立病院健診セン
ターとの協働、必要に応じて医師会、
歯科医師会、薬剤師会、地域リハビ
リ協議会と協働）
・市民とともにかかりつけ医・かかりつけ
歯科医院・かかりつけ薬局を持ち、自
身の健康を自身で護ることの大切さを
啓発する。　　
（市民講座・健康教室・私の健康覚書
手帳の配布と充実等）
・健康覚書手帳、健康データファイルを
活用し、市民各自が自覚と覚悟をもって
自身の治療等の説明書類・医療的な
検査データ・お薬手帳・医療機関等で
受けた指導支援の資料等を一つにまと
め管理することを推進する。
（健康手帳、健康サポートファイルの
配布・活用の促進、保健活動）
　次世代の多様な高齢者の価値感・
生活支援については、団塊世代以降、
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